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　父である先代の跡を継ぎ、牛鬼張り子や八ツ鹿
を作るのは、「えひめ伝統工芸士」の宇都宮さん。
小学生のころから父の手伝いを始め、高校では定
時制に通い、日中のほとんどを父と過ごし技術と
伝統を受け継いできました。
　最盛期には、家族総出で製作にあたっていまし
たが、現在は宇都宮さん１人が全行程を担ってい
ます。宇都宮さんが手がける牛鬼張り子は、型枠
に和紙を何枚も張りあわせ、着色と乾燥を重ねて
できあがります。ひげには馬の毛が使われ、注文
が入ってから製作に取りかかります。最近では、
丈夫で見た目も綺麗に仕上がるプラスチック製
や、価格も安く手に入る段ボール製の製品が普及
してきました。しかし、宇都宮さんは和紙での製
法にこだわり続けています。
　和紙へのこだわりについて宇都宮さんは、「牛
鬼の模様や素材などには、１つひとつに意味が込
められています。紙は「裂ける」ことから、「避ける」
という意味にかけられ、それが魔除けや厄除けと
いうことにつながっているんです。意外と皆さん
知らないんですよね」と話していました。
　うわじま牛鬼まつりの開催を前に、宇都宮さん
に祭りに対する思いを聞くと、「牛鬼でまちが盛

り上がることはうれしく思います」と話してくれ
ました。しかし一方で、祭りの派手さや形ばかり
が注目され、なぜ和紙が使われているのかなど、
牛鬼本来の伝統を知らない世代が増えてきている
のではないかと心配することもあるようです。
　今後は、技術面だけではなく、先代から受け継
いだ「形だけではない牛鬼に込められた意味」な
ども、若い世代の人たちに伝えていきたいそうで
す。　
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父から受け継いだ、宇和島の伝統

よしを民芸店 （２代目 宇都宮 よしを さん）
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